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今回は、震災後はじめての本町の
大きなイベントだったので、来場
者の皆様に活気ある甲佐町を知っ
てもらうことや、子どもたちを笑
顔にする「心の復興」をテーマに
開催しました。たくさんの皆様の
協力を得て成功できたと思います。
来年は、甲佐町の魅力をもっと引
き出し、若者に住んでみたいと思っ
てもらえる仕掛けを考えたいです。

宝物と美味しいものであふれる甲佐の街並み

～「甲佐蚤（のみ）の市」10月２日（日）開催～

甲佐町商工会
青年部長

大滝祐輔さん

「心の復興」をテーマに開催
甲佐町のイメージアップに
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大
井
手
川
の
街
並
み
と
若
者
の

交
流
で
に
ぎ
わ
っ
た
蚤
の
市

　

10
月
２
日
（
日
）
市
街
地
の
大

井
手
川
周
辺
で
、「
甲
佐
蚤
（
の

み
）
の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
や
空
き
店
舗
が
目
立
つ

商
店
街
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に

甲
佐
町
商
工
会
（
中
村
幸
男
会

長
）
が
主
催
し
、
今
年
で
３
回
目
。

町
内
外
の
店
舗
な
ど
か
ら
日
用
雑

貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
家
具
、
衣

料
品
、
陶
芸
品
、
飲
食
物
な
ど
の

約
１
２
０
団
体
が
出
店
。
各
地
か

ら
訪
れ
た
来
場
者
は
、
所
狭
し
と

並
ん
だ
出
品
物
や
大
井
手
川
の
あ

る
街
並
み
を
楽
し
み
な
が
ら
、
出

店
者
手
作
り
の
小
物
や
使
い
込
ん

で
味
の
あ
る
古
着
な
ど
を
手
に

取
っ
て
品
定
め
し
た
り
、
店
主
と

の
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
甲

佐
町
の
秋
の
催
し
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の

展
示
や
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
で
訪
れ
た
若
者
の
目
を
引
き
、

ま
た
、
町
内
の
名
所
を
巡
る
観
光

バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
も
企
画
さ
れ
、

大
い
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
回
は
復
興
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

福
岡
を
代
表
す
る
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｑ
Ｕ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
と
護
国
神
社
蚤
の
市
と
の

共
同
企
画
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ 
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ
Ｔ 

ｉ
ｎ 

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｍ

ｏ
ｔ
ｏ
」
と
し
て
、
安
津
橋
健
康

広
場
で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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町
民
の
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
お
金
が
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
広
報
紙
で
決
算
と
予
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

実
質
収
支
額
は
４
億
６
，

５
９
７
万
円
の
黒
字

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
の
決
算

額
は
、
63
億
５
，
０
５
４
万
円
で
、
昨
年

と
比
較
し
て
５
億
９
，
８
６
４
万
円
（
約

８
・
６
㌫
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
一
般
会
計
歳
出
の
決
算

額
は
、
58
億
８
４
３
万
円
で
、
前
年
度
対

比
で
は
７
億
８
，
３
５
０
万
円
（
約
11
・

９
㌫
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
該
年
度
の
歳
入
額
と
歳
出
額
の
差
額

か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
（
事
業
の
繰
越

し
で
翌
年
度
に
使
う
経
費
）
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
平
成
27
年
度
で
は

４
億
６
，
５
９
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
決
算
額
の
主
な
減
額
要
因
は
、
甲
佐
中

学
校
建
設
事
業
や
町
営
住
宅
建
設
事
業
な

ど
の
建
設
完
了
に
よ
る
普
通
建
設
事
業

（
ハ
ー
ド
事
業
）
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
決
算
額
を
町
民
１
人
当
た
り
で
計
算
す

る
と
収
入
は
56
万
８
，
４
８
３
円
で
す
。

こ
の
内
訳
を
性
質
別
に
見
ま
す
と
、
町
税

や
各
種
使
用
料
な
ど
町
が
直
接
受
け
取
る

自
主
財
源
が
13
万
８
，
９
０
０
円
、
地
方

交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
町
の

借
金
で
あ
る
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が

42
万
９
，
５
８
３
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
町
民
１
人
当
た
り
の
支
出
は
、

51
万
９
，
９
５
４
円
で
す
。

　
歳
出
の
性
質
別
内
訳
に
つ
い
て
は
、
義

務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
）
が
27
億
４
，
７
０
２
万
円
（
47
・
３

㌫
）、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業

費
）
が
10
億
８
，
０
５
５
万
円
（
18
・
６

㌫
）、
そ
の
他
の
経
費
（
補
助
費
・
物
件

費
・
そ
の
他
）
が
19
億
８
，
０
８
６
万
円

（
34
・
１
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決
算
報
告

平成27年度

■平成27年度一般会計・特別会計歳入歳出額

一
般
会
計

歳入項目 歳　入　額 町民１人当たり

自
主
財
源

町 税 ８億8,359万円 79,096円

繰 入 金 １億4,140万円 12,658円

分担金・負担金 9,991万円 8,943円

そ の 他 ４億2,677万円 38,203円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 23億4,949万円 210,321円

国 庫 支 出 金 ９億9,785万円 89,325円

県 支 出 金 ６億6,107万円 59,177円

町 債 ４億8,834万円 43,715円

そ の 他 ３億0,212万円 27,045円

合　　計 63億5,054万円 568,483円

歳出項目 歳　出　額 町民１人当たり

民 生 費 18億2,995万円 163,812円

総 務 費 ８億2,731万円 74,059円

公 債 費 ７億5,183万円 67,302円

土 木 費 ６億3,364万円 56,722円

衛 生 費 ６億0,798万円 54,424円

教 育 費 ４億1,061万円 36,757円

農林水産業費 ３億1,988万円 28,635円

消 防 費 ２億3,775万円 21,282円

議 会 費 8,716万円 7,802円

商 工 費 6,242万円 5,587円

災 害 復 旧 費 3,990万円 3,572円

合　　計 58億0,843万円 519,954円

特
別
会
計

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額

国 民 健 康 保 険 21億3,038万円 18億5,383万円

介 護 保 険 14億6,802万円 14億3,033万円

後期高齢者医療 １億3,856万円 １億3,623万円

会　計　名 収益的収入 収益的支出

水 道 事 業

１億5,790万円 １億2,898万円

資本的収入 資本的支出

２億6,831万円 ３億1,765万円
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■平成27年度決算に係る財政健全化判断比率

■平成27年度決算報告

町税
8億8,359万円

県支出金
6億6,107万円

繰入金
1億4,140万円
2.2％

自
　主
　　財
　　　源

依
　存
　財
　　源

その他
4億2,677万円

その他
3億0,212万円
4.8％

地方交付税
23億4,949万円
37.0％

町債
4億8,834万円

分担金・
　負担金
9,991万円
1.6％

13.9％

75.6％

15.7％

7.7％

10.4％

6.7％24.4％
国庫支出金
9億9,785万円

民生費
18億2,995万円
31.5％

総務費
8億2,731万円
14.2％

7.1％

教育費
4億1,061万円 衛生費

6億0,798万円
10.5％

公債費
7億5,183万円
12.9％

土木費
6億3,364万円
10.9％

消防費
2億3,775万円
4.1％

農林水産業費
3億1,988万円

議会費
8,716万円
1.5％

商工費
6,242万円  1.1％

災害復旧費
3,990万円
0.7％

5.5％

 【歳入項目の説明】
●町税　町民税や、会社の法人税など

●その他 ( 自主財源 )　施設使用料や証明書発行

手数料、預金利子や前年からの繰越金など

●分担金および負担金　町が行う特定の事業に

よって利益を受ける人から徴収されるもの

●繰入金　基金を取り崩して受け入れたもの

●地方交付税　一定の住民サービスが出来るよう

に、各市町村の実情に応じて国から交付される

もの

●国庫支出金　事業を行うための国からの負担金

や補助金

●町債　道路など社会資本整備のための借金

●県支出金　事業を行うための県からの負担金や

補助金

●その他 ( 依存財源 )　国から配分される地方譲

与税や利子割交付金、ゴルフ場利用税などの各

種交付金

 【歳出項目の説明】
●民生費　老人福祉や児童福祉、障がい者福祉な

ど、町が行う福祉事業全般にかかる経費

●土木費　町道、河川維持や整備にかかる経費

●教育費　義務教育にかかる経費や、公民館活

動・保健体育活動など社会教育にかかる経費

●公債費　町債を毎年返済するための経費

●総務費　町の運営や財産の管理に使った経費

●衛生費　町民の健康のための経費や、ごみ、し

尿などの処理にかかる経費

●消防費　消防組合・消防団の運営にかかる経費

や、防災にかかる経費

●農林水産業費　各種農林業振興のための経費や、

農道などの維持や整備にかかる経費

●議会費　町議会の開催や運営にかかる経費

●商工費　商工業振興や観光対策にかかる経費

●災害復旧費　災害の復旧のための経費など

一般会計歳出総額

58億0,843万円

一般会計歳入総額

63億5,054万円

　上の一覧表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」によ

る指標で、財政健全化判断比率の４指標を用いて町財政の実態を明ら

かにします。

　本町では、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」については、一

般会計および特別会計で赤字額がないため、比率はありません。

　平成27年度の本町の財政状況は、上の一覧表から分かるように、国

が示した「早期健全化基準」および「財政再生基準」を下回っており、

健全な状態であると言えます。

区分
本町の健全
化判断比率

早期健全化
基　　　準

財 政 再 生
基　　　準

備考

実 質 赤 字 比 率 ― 15.0 20.0 一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

連結実質赤字比率 ― 20.0 35.0 全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率 5.4 25.0 35.0 一般会計などが負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率

将 来 負 担 比 率 41.1 350.0 ― 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
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９
月
29
日
（
木
）
田
口
の
ち
ゃ
ん

こ
前
田
屋
で
、
宇
土
市
出
身
の
幕
内

力
士
・
正
代
関
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
サ

イ
ン
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
人
た
ち
に

元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同
店

の
前
田
賢
志
郎
さ
ん
（
下
田
口
区
）

が
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
一
緒
に
相
撲

の
け
い
こ
を
す
る
な
ど
以
前
か
ら
交

流
の
あ
る
正
代
関
を
招
き
、
サ
イ
ン

会
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
企
画
。

町
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
握
手
を
し
た

り
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
（
月
）
町
役
場
で
、
前

田
さ
ん
が
同
イ
ベ
ン
ト
で
の
収
益
金

を
町
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
「
町
の
復
興
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　中横田区（松永博文区長・106世帯）が

「コミュニティ助成事業」を活用し、同区公

民館の備品を整備しました。

　同助成事業は、住民が自主的に行うコミュ

ニティ活動の促進を図ることが目的。同区で

は介護予防や食事サービスなどに取り組み、

健康づくり、世代間交流で元気な地域づくり

を目指しています。整備の経費は、（一財）

自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事

業の受託事業収入を財源として実施する「コ

ミュニティ助成事業」で賄われました。

楽しく取り組むエクササイズ
10月１日（土）「鮎緑トレーニング室」を再開

正代関のチャリティー開催 
前田さん（下田口区）が収益金を町へ寄付

介護予防で地域活性化 
中横田区がコミュニティ事業を活用

▼トレーニング室の集団プログラムでストレッチ体操を行う参加者の皆さん

▲整備した備品で介護予防や交流を行う中横田区の皆さん

▼

支
援
金
を
奥
名
克
美
町
長
に
手
渡
す
前
田
賢
志
郎
さ
ん

　

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
町
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
「
鮎
緑

（
あ
ゆ
み
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
」

が
再
開
し
ま
し
た
。

　

同
室
は
、
住
民
の
健
康
増
進
や

生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

町
が
開
設
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
な
ど
の
機
器
を
使
っ
た
り
、
㈱

く
ま
も
と
健
康
支
援
研
究
所
の
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
リ
ズ
ム
体
操
や
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
集
団
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
た
り
、
自
分
に
合
わ

せ
た
運
動
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
施
設
を
利
用
す
る
と
き
に
利

用
者
証
と
し
て
発
行
さ
れ
る
「
陽

気
カ
ー
ド
」
は
、
同
施
設
を
１
回

利
用
す
る
と
１
ポ
イ
ン

ト
付
与
さ
れ
、
50
ポ
イ

ン
ト
貯
め
る
と
町
内
の

協
賛
店
で
利
用
で
き
る

１
，
０
０
０
円
分
の
商

品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

町
内
在
住
者
お
よ
び

勤
務
者
は
１
回
２
０
０

円
、
そ
れ
以
外
の
人
は

３
０
０
円
で
利
用
で
き
、

お
得
な
１
か
月
フ
リ
ー

パ
ス
も
あ
り
ま
す
。
今

月
22
日
（
火
）
か
ら
は
、

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
の

減
っ
た
数
値
な
ど
を
３

人
１
組
で
競
う
「
ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ズ
大
作
戦
」

も
開
始
さ
れ
ま
す
。
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　10月１日（土）町生涯学習センターでオータム

コンサート「ジャズ＆トーク」が開催されました。

　同コンサートは、住民などに音楽を気軽に聴い

て楽しみ身近に感じてもらうとともに、生の芸術

に触れて感動を共有することを目的に、町教育委

員会が同センター自主文化事業として主催。甲佐

町文化協会（村上 生会長）が後援。

　始めに地元テレビなどを中心にタレント活動を

している山内要さんによる新作落語で会場をあた

ため、その後、シンガーソングライターの Salah

さんによるピアノ弾き語り。AKB48の「365日の

紙飛行機」、「テネシー・ワルツ」や「Fly Me to 

the Moon」など、幅広いジャンルの曲を声量のあ

るきれいな歌声で披露しました。来場者の中には、

音色に足でリズムを取る人や曲に合わせて手拍子

をする人もいて、会場は楽しい雰囲気に包まれま

した。山内さん扮（ふん）する慶徳二郎さんの

トークショーでは、「おてもやん」や「365歩の

マーチ」を歌ったり楽しいおしゃべりをしたりして、

会場からは笑い声と大きな拍手が起こりました。

　

10
月
18
日
（
火
）
上
早
川
の
鴫
山

（
し
ぎ
や
ま
）
で
、
龍
野
小
学
校

（
髙
森
康
裕
校
長
・
１
４
８
人
）
の

野
外
教
室
・
自
然
学
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
児
童
た
ち
が
自
然
に

触
れ
て
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と

を
目
的
に
同
小
が
主
催
。
地
元
住
民

で
結
成
さ
れ
た
里
山
ク
ラ
ブ
鴫
や
ま

（
井
藤
直
行
会
長
）
の
指
導
の
下
、

削
っ
て
整
え
た
木
の
棒
で
木
片
を
た

た
い
て
飛
ば
す
昔
な
が
ら
の
遊
び

「
い
ん
て
ん
」
や
、
野
山
の
木
の
実

を
集
め
て
紙
皿
に
貼
り
付
け
る
ク
ラ

フ
ト
パ
ン
チ
、
鴫
山
の
探
検
な
ど
で

楽
し
み
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
「
い

ろ
ん
な
遊
び
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　10月１日（土）～２日（日）福岡県で開

催された平成28年度全九州高等学校選手権

新人水泳競技大会に田上大翔選手（下横田

区・ルーテル学院高１年）が出場し活躍しま

した。

　同選手は、個人男子100㍍・200㍍自由形
と男子400㍍フリーリレーに同高チームとし
て出場。リレーでは予選を３分41秒03のタ

イムで勝ち抜き、決勝進出を果たしました。

　今年８月に開催された全国大会でも活躍し

た田上選手の今後の飛躍が期待されます。

水泳競技で九州大会へ
田上大翔選手（下横田区）が出場

▲九州大会水泳競技大会に出場した田上選手（下横田区）

音楽を身近で楽しむ秋の夕べ 
10月１日（土）オータムコンサートを開催

▲町生涯学習センター・ホールで開催されたオータムコンサートで、ピ
アノの弾き語りで曲を披露するシンガーソングライターの Salah さん

▼

伝
承
遊
び
「
い
ん
て
ん
」
で
遊
ぶ
龍
野
小
児
童
た
ち

野山の中で自然と遊ぼう
龍野小児童が上早川の鴫山で野外体験教室
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)　

■ 

家
計
に
や
さ
し
い
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
うジェネリック医薬品希望カードを活用しましょう

ジェネリック医薬品を
ぜひ活用しましょう

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

町総合保健福祉センター　TEL 096‒235‒8711

■
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
大
作
戦
」
を

　
11
月
22
日
（
火
）
か
ら
開
催

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨

年
も
好
評
だ
っ
た
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
大

作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

●
参
加
資
格

●
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
に
つ
い
て

●
開
講
式

■ 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
者
証
「
陽

気
カ
ー
ド
」
で
特
典
を
ゲ
ッ
ト

ウエストサイズ大作戦
で楽しく健康づくり

昨年も多くの皆さんに参加いただきました
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113 （内線 104）

■ 

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

社会保険料控除証明書は
大切に保管しましょう

控除証明書は確定申告などの際に必要です

男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 222）

■
山
都
町
で
男
女
共
同
参
画
共
同
啓

　
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

▼
イ
ベ
ン
ト
名

▼
日
時

▼
会
場

▼
講
演
会
内
容

▼
講
師

▼
演
題

▼
主
催

▼
共
催

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

12 月４日（日）山都
町で啓発講演会を開催

講師の本田節さん（㈲ひまわり亭代表取締役）
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町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

江戸に一代で名を轟かせた料亭

「八百善」。料理を文化にした男、

栗山善四郎の一代記。相次ぐ天

災と混乱の時代に突出した料理

の才覚で頭角を現し、ついに一

料理屋を将軍家のお成りを仰ぐ

までの大料亭にした。大田南畝、

酒井抱一、葛飾北斎ら、時代の

花形たちとの華やかな交遊、想

像をかき立てられる江戸料理の

数々など魅力満載の１冊です。

幻冬舎

小説

江戸の大料亭までの道筋をたどる
松井 今朝子著 /『料理通異聞』

韓国発のちょっと不思議な銭湯絵本
ペク・ヒナ作 長谷川 義史訳 /『天女銭湯』

大切な人へ手書きの年賀状を送ろう
宇田川 一美著 /『とり年のゆる文字年賀状』

届いたらうれしい、とり年のゆ

る文字年賀状を書いてみません

か。「ゆる文字」の書き方のポ

イントを解説した上で、「ニワ

トリが主役の年賀状」や「クラ

フト年賀状」といったテーマご

とに、年賀状の書き方を作例と

ともに紹介しています。今年は、

大切な方々へ新たな年への希望

を込めた手書きのゆる文字年賀

状に挑戦してみませんか。

誠文堂新光社

教育・娯楽

太平洋戦争が始まった時、黒柳

徹子・トットちゃんは小学２年

生、田原総一朗・ソウくんは小

学１年生。「戦争は、何も知ら

ない子どもの心を深く傷つける。

そして、私たちはそのことを身

に染みて知っている最後の世代

だからこそ、戦争体験や平和の

大切さをしっかりと語っておき

たい」と２人は語る。たくさん

の人に読んでほしい１冊です。

講談社

一般書

読んで考えたい戦争と平和への願い
黒柳徹子 ･田原総一朗著 /『トットちゃんとソウくんの戦争』

わたしがおかあちゃんと行くの

は古い銭湯。泣かんとあかすり

したら、ヤクルトひとつこうて

くれる。一番好きな水風呂で遊

んどったら、突然、天女と名乗

るばあちゃんが現れ…。韓国人

作家による味わい深い人形と軽

妙な関西弁の訳がたまりません。

不思議なばあちゃんとの楽しい

ひとときに、大人も子どもも幸

せになるあたたかい絵本です。 

ブロンズ社

児童書

こ R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『また、同じ夢をみていた』（住野 よる著）

竹田 朱里さん
〔吉田区〕

友達のいない主人公と３人の女性。彼
女たちの「幸せ」はいったいどこにあ
るのか。「やり直したい」ことがある
人に読んで欲しい人生を考える物語。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

知りましょう。日本における人権課題

「子どもの人権」
●幼くても１人の人間、人権があり

ます。　

　幼くても、子どもは１人の人間で

あり、人権があります。国連では、

1989( 平成元 ) 年に「子どもの権利

条約 ( 児童の権利に関する条約 )」

が採択され、1994( 平成６) 年に日

本も批淮をしています。

　この条約は、18歳未満の全て人

を対象にしたもので、大きく分けて

４つの権利を保障するように定めて

います。

①防げる病気で命を奪われず、病気

　やけがをしたら治療してもらえる

　という生きられる権利

②教育を受け、休んだり遊んだりで

　き自由が守られて自分らしく育つ

　ことができる権利

③虐待や搾取から守られる権利

④意見を言ったり、グループを作っ

　て自由な活動に参加したりする権

　利

●子どもたちを傷つけないで。

　子どもの間のいじめは、深刻な問

題です。最近では、手段が巧妙で陰

湿になってきていると言われており、

インターネットや携帯電話などを

使ったり、次々といじめる対象が変

化することで、周囲から見えにくく

なっています。周囲の大人たちは、

日頃から子どもたちの話に耳を傾け

学校に任せきりにせず、地域全体が

連携し、いじめ問題の解決に取り組

む必要があります。また、いじめは

絶対に許されない行為であり、人権

侵害であるということを伝えていか

なければなりません。また、子ども

の人権を考えるときに「虐待」の問

題は避けて通れません。子どもの虐

待事件の報道に触れるたびに、多く

の人が心を痛めていることでしょう。

～『企業で働く人のための人権啓発
冊子』より引用～

　
９
月
30
日
（
金
）、
人
吉
市

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
「
第
61

回
熊
本
県
公
民
館
大
会
・
平
成

28
年
度
熊
本
県
社
会
教
育
研
究

大
会
合
同
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

「『
人
を
磨
く
！
地
域
を
磨

く
！
』
研
究
大
会
in
人
吉
球

磨
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
６
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
熊
本
県
公
民
館
連
合
会
の
太

田
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
明

導
寺
住
職
の
藤
岡
教
顕
さ
ん
と

慈
願
寺
住
職
の
那
須
弘
紹
さ
ん

に
よ
る
２
人
漫
才
や
「
ご
縁
に

育
ま
れ
て
い
く
い
の
ち
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

笑
い
を
交
え
な
が
ら
の
軽
妙
な

話
し
ぶ
り
に
、
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
事
例
研
究
発
表
で
は
、
人
吉

市
中
原
公
民
館
が
「
豊
か
な
人

生
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
発

表
。
日
ご
ろ
の
活
動
や
体
験
に

つ
い
て
詳
し
く
報
告
が
あ
り
、

今
後
の
公
民
館
活
動
に
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
（
水
）
糸
田
の

「
や
ま
ぼ
う
し
の
樹
」
で
、
シ

ニ
ア
世
代
の
講
座
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講

座
」
を
開
催
し
12
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
講
師
の
樹
子
工
房
の
森
川
瞳

さ
ん
（
熊
本
市
）
の
指
導
の
下
、

柄
付
の
プ
ラ
ン
タ
ー
箱
づ
く
り

に
挑
戦
。
参
加
者
は
、
採
寸
し

て
カ
ッ
ト
し
た
杉
の
木
を
順
番

に
組
み
立
て
ま
す
が
、
真
っ
直

ぐ
に
く
ぎ
を
打
ち
込
め
ず
悪
戦

苦
闘
。
１
時
間
の
作
業
を
終
え
、

仕
上
げ
に
焼
き
ペ
ン
で
文
字
や

模
様
を
描
き
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、「
や
ま
ぼ
う
し

の
樹
」
の
癒
し
の
空
間
で
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

講
演
会
と
事
例
研
究
発
表

▼

県
公
民
館
大
会

「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
」
を
開
催

▼
「
シ
ニ
ア
世
代
の
講
座
」

▲人吉市で開催された県公民館

大会および社会教育研究大会

▲杉の木にくぎを打ち付け組み

立てる参加者たち

▲

町民大学のご案内

　万田坑見学

●開催期日

　11月30日（水）午前９時集合

●集合場所

　町生涯学習センター

●見学場所

　万田坑（荒尾市）、小代焼ふも

と窯（同市）

●費用

　昼食代（1,250円 ）、見学料

（320円）

●申し込み

　11月７日（月）から

※定員になり次第締め切ります。

●定員

　45人（先着順）

●お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
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❖ 
「
２
０
２
５
年
問
題
」を
ご
存
知

で
す
か

　
今
か
ら
９
年
後
の
２
０
２
５
年
（
平

成
37
年
）
に
は
、
皆
さ
ん
は
い
く
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。
私
は
、
50
歳
近
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
遠
い
こ

と
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、「
２
０
２
５
年
問
題
」

と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

　 

「
２
０
２
５
年
問
題
」
と
は
、
日
本

の
人
口
動
態
の
中
で
最
も
人
口
の
多
い

と
さ
れ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
病
院
や

介
護
保
険
に
掛
か
る
金
額
や
利
用
す
る

人
の
割
合
が
上
昇
す
る
75
歳
以
上
の

「
後
期
高
齢
者
」
に
な
る
年
に
想
定
さ

れ
る
社
会
問
題
の
こ
と
で
す
。

❖ 

介
護
の
担
い
手
が
確
保
で
き
な

い
可
能
性

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
全
人
口

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
高
齢
者
の
支
え
手
と
な
る
20

〜
65
歳
も
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
保
険
料
を
納
め
る
人
が
少
な
く
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
の
担
い
手
が

確
保
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
の
で
す
。

　
介
護
の
担
い
手
が
確
保
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
必
要
の
あ
る
方
が
十
分
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
っ
た
取

り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か
。

❖ 

今
か
ら
の
介
護
予
防
へ
の
取
り

組
み
が
重
要

　
こ
れ
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
量
と
介
護
を
必
要
と
す
る
方
の
人
数

を
同
じ
程
度
に
維
持
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
１
つ
方
法
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
を
で
き
る

だ
け
減
ら
す
こ
と
で
す
。
で
き
る
だ
け

介
護
を
必
要
と
す
る
人
を
減
ら
す
に

は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
と
思
い

ま
す
か
？

　
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
と
し
て
、

下
肢
筋
力
が
低
下
す
る
こ
と
で
生
じ
る

転
倒
や
骨
折
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
原
因
を
取
り
除
く
た
め
に
、

運
動
を
取
り
入
れ
た
地
域
の
集
い
の
場

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

❖ 

地
域
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
連

携
に
よ
る
取
り
組
み

　
町
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
通
じ
た
効

果
的
・
効
率
的
な
介
護
予
防
の
取
り
組

み
と
し
て
、
平
成
27
年
度
に
介
護
予
防

の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
田
原
区
を
指
定

し
、
運
動
を
取
り
入
れ
た
集
い
の
場
づ

く
り
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
同
区
で
は
、
お
も
り
の
付
い
た
バ
ン

ド
を
使
用
し
て
行
う
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
や
体
力
測
定
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
運
動
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、

体
力
向
上
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

❖ 

岩
下
二
区
で
の
集
い
の
場
づ
く

り
　
岩
下
二
区
で
は
、
モ
デ
ル
地
区
の
田

原
区
と
同
時
期
に
集
い
の
場
づ
く
り
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
理

由
に
つ
い
て
同
区
の
甲
斐
征
夫
さ
ん
は

「
地
域
の
た
め
に
と
い
う
思
い
も
あ
っ

た
が
、
自
分
の
た
め
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。
月
１
回
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
体
操
を
取
り
入
れ
た
地
域

の
集
い
の
場
を
広
げ
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
中
横
田
区
で
週
２

回
の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を
取
り

入
れ
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
実
施

前
と
実
施
後
の
体
力
測
定
を
実
施
し
て

ど
れ
だ
け
の
効
果
が
出
た
か
、
今
後
皆

さ
ん
に
ご
報
告
し
ま
す
。

体
操
で
健
康
な
身
体
と
心
を
つ
く
る

介
護
予
防
と
地
域
の
輪

あ
ゆ
み
だ
よ
り

介護 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

増え続ける介護サービス利用者と

不足する介護人材。この「需要と

供給」のアンバランスから抜け出

すためには、介護を必要とする人

をできるだけ少なくすることが重

要です。皆さんも地域全体で介護

予防に取り組んでみませんか。

今月の「あゆみだより」は

福田 久美子 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
11月の子育て支援カレンダー

甲佐町地域子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（水） シャボン玉を飛ばそう

４日（金） 手型・足型を取ろう

７日（月） 落葉で製作

９日（水） スタンプ遊び

11日（金） お誕生会（要予約）

14日（月） 風船遊び

16日（水） 牛を見に行こう

18日（金） 園庭で遊ぼう

21日（月） 折り紙でみのむしを作ろう

25日（金） 砂場で遊ぼう

28日（月） おやつ作り（スウィートポテト）

30日（水） お散歩に行こう

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時
 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

11・12月の保健活動

　　11月17日（木）　午前９時

　　12月15日（木）　午前９時

　　11月17日（木）　午前10時

　　12月15日（木）　午前10時

　　12月９日（金）　午前９時30分

　　11月８日（火）　午後１時

　　12月６日（火）　午後１時

11月25日（金）　午前９時30分

　　11月８日（火）　午後１時20分

　　12月６日（火）　午後１時20分

　　11月15日（火）　午後１時30分

小谷 八
や

雲
くも

 くん（１歳）

　父・英史 さん 母・由貴美 さん

　（津志田区）

　たくさん食べて

　　　おおきくなります！　

髙木 大
やま と

翔 くん（１歳）
　父・翔太 さん　母・美鈴 さん

　（西寒野区）

　いつもこの笑顔に

　　　癒やされてます

甲佐保育園 TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

18日（金） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111

●町へのメールでのお問い合
わせ先
甲佐町公式ウェブサイト
「お問い合わせメール
フォーム」
URL http://www.town.kosa.
kumamoto.jp/q/sform
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▼
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTELTEL

○ 

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
申
請
が

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人

○ 

子
ど
も
医
療
費
の
申
請
が
済
ん

で
い
る
人

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
助
成
期
限

▼
対
象
者

①②▼
接
種
回
数
お
よ
び
料
金

doctor

町税などの滞納処分（９月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解

決

す

べ

き

問

題

で

す

成
人
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

熊
本
地
震
に
よ
る
子
ど
も
医
療

費
減
免
制
度
の
確
認
に
つ
い
て

日 曜 当 番 医

TEL

TEL

TEL

TEL
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▼
実
施
医
療
機
関

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
会
社
名

事
業
内
容

所
在
地

お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
　
　

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

▼
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

TEL

交 通 事 故 件 数

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

コ
ー
ラ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

新
工
場
で
働
き
ま
せ
ん
か

クリーンセンターへのごみ直接搬入について

TEL

      environmental preservation

塔の木のバス停から水路の西

側に向かってしばらく歩くと、左

下に少し大きめの祠があります。

当時は、近隣でもさぞ立派な

もので、この糸田（四堂崎）の存

在というものを誇示していたので

はないかと推察しています。加え

て、この周囲には「経塚」や「庚

申塔（こうしんとう）」なども残

されていて、古くから人々の営み

があったことがうかがい知れま

す。

私は、この祠には農業の守り

神である「馬頭観音」が祭られて

いたと聞いたように記憶していま

した。しかし、記録によれば「馬

頭観音」は、江戸時代末期か明治

時代初期に盗難に遭い、しばらく

は無人の社だったそうです。この

ままではいけないと当時の村人た

ちが相談をして、新しい守り神と

して「阿弥陀如来像」を祭ったの

ではないでしょうか。現在まで、

盗まれたものは返って来ていない

と聞いています。

また、このお社では農作業が

終わった 10 月中ごろに、かがり

火をたいて薪能が行われていたそ

うです。その昔は、村の者誰もが

舞うことができたそうですが、少

子高齢化や農家の減少とともに、

いつの間にかそういう行事も行わ

れなくなり、現在では伝統の舞も

舞う人はいなくなったようです。

現在、この社もブルーシート

が掛けられていますが、往年の姿

を取り戻し、盛大な「舞」が舞わ

れると、地域が活気づくのではな

いでしょうか。

※ 薪能（たきぎのう）…社寺など

で野外に舞台を造り、夜間にか

がり火をたいて演じられる能

甲佐町の文化財探訪　～第３8回～

「四堂崎阿弥陀堂」 石坂妙 町文化財保護委員（吉田区）

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447（内線 322）

古きを訪ねて甲佐町を知る
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▼
開
催
日
時

▼
会
場

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

●
農
業
祭

商
工
祭

文
化
祭

そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
延
長
後
の
振
替
納
付
日

① 

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
（
平
成
27
年
分
確
定
申

告
延
納
分
、
平
成
28
年
分
予
定

納
税
第
１
期
分
お
よ
び
第
２
期

分
）

② 

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）（
平
成
27
年
分

確
定
申
告
、
平
成
28
年
分
中
間

申
告
分
（
複
数
回
あ
る
場
合
は

平
成
28
年
度
産
業
文
化
祭
を

11

月

６

日
（

日

）

開

催

マイナンバー（個人番号）のご確認をお願いします
Informations

ｅ
開
催

■マイナンバー（個人番号）の確認をお願いします

　平成 27 年 10 月から住民票を有するすべての方に
マイナンバー（個人番号）が付番され、通知カード
により通知されています。

　マイナンバーは、１人に１つだけの番号で役所な
どでの手続きに必要となる大切なものです。すでに、
社会保障分野や税分野などにおいて利用が開始され
ています。
　平成 29 年２月からの税の申告には、マイナンバー
カードや通知カードの提示および申告書へマイナン
バーの記載が必要となります。通知カードは捨てた
り破ったりせず、大切に保管してください。

■マイナンバーカードを作りませんか

　マイナンバーカードは個人番号が記載された顔写
真付きのセキュリティの高いカードで、公的な身分
証明書としても広くご活用できます。
　また、e-Tax（国税電子申告・納税システム）など

の文書の提出を伴う電子申請（確定申告など）に利
用されます。

　マイナンバーカードを希望される方は、申請によ
り初回は無料で交付されます。現在は申請から１か
月ほどで完成し、町住民生活課窓口で本人確認後の
交付となります。
　確定申告にも使用できますので、e-Tax をご利用予
定の方は、お早めに準備をお願いします。

※通知カードやマイナンバーカードを紛失した場合
　は届けが必要です。
※通知カードの再発行手数料は 500 円、マイナンバー
　カードの再交付手数料 800 円です。
　詳しくは、町住民生活課にお問い合わせください。

▶お問い合わせ先

　町住民生活課　 TEL 096-234-1113（内線 101）

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

熊
本
地
震
に
よ
り
延
長
し
た

国
税
の
申
告
期
限
等
に
つ
い
て

ｉ
お
知
ら
せ

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
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す
べ
て
）、
課
税
期
間
の
特
例

を
選
択
し
て
い
る
者
（
複
数
回

あ
る
場
合
は
す
べ
て
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
延
長
期
日
が
指
定
さ
れ
た
税
目

▼
延
長
期
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
受
け
付
け
期
限

▼
試
験
日

▼
入
隊
日

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

○
「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
手
口

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～11月～
 Event

ｒ
募
集

平
成
28
年
度
高
等
工
科
学
校

生

徒

を

募

集

し

ま

す

ｃ
く
ら
し
安
全

そ
の
電
話
、
振
り
込
め
詐
欺

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

11月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

  

●ジュニアバスケット教室

■お問い合わせ先

TEL

▼期間　11月６日（日）～18日（金）

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447（内線321)

▲

昨
年
11
月
の
展
示
会

　「
産
業
文
化
祭
協
賛
作
品
展
」

11月27日（日）開催
熊本甲佐10マイル公認
ロードレース大会

　 　

　11月27日（日）第41回熊本
甲佐10マイル公認ロードレー
ス大会を開催します。
スタート時間
・５㌔の部
　中学男子　午前10時40分
　女子　午前10時42分
・10マイルの部
　国際競技者　午前11時30分
　一般の部　午前11時30分
・10㌔の部
　高校男子　午前11時35分
コース
　町役場前をスタート・フィ
ニッシュ
お問い合わせ先
　熊本甲佐10マイル公認ロード
　レース大会事務局
　 TEL 096-234-2447（内線323)

熊
本
地
震
に
よ
り
延
長
し
た

県
・
町
税
の
延
長
期
日
の
指
定

▲

昨
年
の
ス
タ
ー
ト
の
様
子
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

直
撃
と
報
道
さ
れ
し
台
風
は
み
た
び
も
逸
れ
て
神
に

感
謝
す 

緒
方　

明
美

彼
岸
花
刈
り
倒
さ
れ
て
田
の
畦
に
無
残
を
晒
し
哀
れ

に
も
見
ゆ 

塚
原　

暁
益

梅
雨
明
け
と
聞
き
し
途
端
に
庭
木
々
に
ざ
わ
め
き

震と

よ動
む
蝉
の
鳴
き
声 

上
村　

か
ず

独
り
居
は
寂
し
か
ろ
う
と
良
き
友
が
テ
レ
ビ
に
返
事

す
れ
ば
い
い
よ
と 

内
田
乃
武
子

何
時
の
間
に
木
陰
に
咲
く
か
彼
岸
花
こ
れ
も
豪
雨
の

置
き
土
産
か
な 

上
村
や
す
美

暑
き
日
も
狭
庭
に
咲
き
し
日
扇
に
ひ
や
り
涼
し
き
秋

雨
の
降
る 

赤
星　

延
子

お
喋
り
の
上
手
に
な
り
し
二
歳
児
と
会
話
ほ
ん
わ
り

癒
し
の
時
間 

塚
本　

俊
子

軒
先
の
花
は
た
わ
わ
に
咲
き
盛
る
暑
さ
に
負
け
ず
地

震
に
負
け
ず 

赤
星　

文
子

朝
ま
だ
き
父
母
の
遺
影
に
彼
岸
花
供
え
て
遠
き
思
い

で
偲
ぶ 

池
田
キ
ヨ
子

台
風
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
姿
変
え
被
害
も
た
ら
し
吹

き
抜
け
て
行
く 

吉
永
由
紀
子

暖
か
な
陽
を
抱
く
落
ち
葉
踏
み
て
行
く
森
の
木
の
実

も
秋
を
彩
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
困
る
」

困
る
ほ
ど
よ
い
知
恵
う
か
ぶ
楽
天
家 

日
隈　

俊
郎

夕
立
の
来
て
困
り
お
り
布
団
干
し 

　

安
浪　

ア
キ

古
着
の
山
貰
い
手
も
無
く
困
り
顔 

　

布
田　

愛
子

耳
打
ち
に
大
き
な
声
で
返
事
さ
れ 

　

清
川
み
ど
り

　
　
　

「
小
言
」

小
言
で
も
教
え
と
聞
け
ば
有
難
い 

古
閑
チ
ヨ
ミ

懐
か
し
い
小
言
の
多
い
人
だ
っ
た 

林　
　

雅
之

小
言
い
う
者
も
居
な
く
て
ひ
と
り
酒 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

ぐ
ら
り
す
る　

予
約
の
ビ
デ
オ
撮
れ
と
ら
ん 

広
田
み
ど
り

ぐ
ら
り
す
る　

認
知
予
備
軍
指
摘
さ
れ 

下
山　

千
恵

ぐ
ら
り
す
る　

孫
に
お
迎
え
嫌
が
ら
れ 

志
垣　
　

光

ぐ
ら
り
す
る　

煩
悩
か
け
て
裏
切
ら
れ 

佐
藤　
　

葵

ぐ
ら
り
す
る　

う
捨
て
も
き
ら
ん
ゴ
ミ
屋
敷 

布
田
か
ん
な

ぐ
ら
り
す
る　

ド
ミ
ノ
遊
び
も
お
じ
ゃ
ん
た
い 

平
井
や
よ
い

ぐ
ら
り
す
る　

後
取
り
が
家
出
る
ち
ゅ
う
た 

長
原　

産
賀

ぐ
ら
り
す
る　

へ
そ
く
り
迄
ァ
出
す
ハ
メ
に 

佐
野
し
ょ
う

ぐ
ら
り
す
る　

記
念
写
真
が
年
ば
ら
す 

光
永　
　

六

ぐ
ら
り
す
る　

友
達
信
じ
無
一
文 

井
元
あ
ざ
み

ぐ
ら
り
す
る　

ダ
メ
出
し
部
分
多
過
ぎ
て 

日
高　

美
里

ぐ
ら
り
す
る　

効
果
の
見
え
ん
ダ
イ
エ
ッ
ト 

上
田　

梅
清

ぐ
ら
り
す
る　

神
棚
ち
ょ
っ
と
低
み
ゅ
う
か 

北
川　

直
美

　
　

う
た
ご
よ
み　

〜 

霜
月 

〜

10月18日（火）龍野小学校野外教室（上早川）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

肥
後
狂
句
連
盟
が
出
版
し
た
自
選
句
集
に
会
員
の
句
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
自
選

句
集
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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今
月
号
の
特
集
は
、
甲
佐
蚤
（
の

み
）
の
市
。
毎
年
な
ぜ
か
残
暑
に
見

舞
わ
れ
る
蚤
の
市
で
す
が
、
今
年
は

特
に
暑
く
て
ク
ラ
ク
ラ
す
る
ほ
ど
の

晴
天
で
し
た
。
会
場
も
た
く
さ
ん
の

出
店
と
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
す
ご

い
熱
気
。
人
と
す
れ
違
う
の
も
ま
ま

な
ら
な
い
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
が
、

出
店
者
の
方
も
来
場
者
の
方
も
キ
ラ

キ
ラ
し
た
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
多

か
っ
た
の
が
、
う
お
や
さ
ん
横
の
空

き
地
で
の
く
ま
モ
ン
ふ
わ
ふ
わ
や
町

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
発
着
の

リ
ム
ジ
ン
バ
ス
。
そ
の
ほ
か
に
も
子

ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
仕
掛
け
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
会
場
は
楽
し
そ
う
な
笑

い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

「
笑
顔
は
幸
せ
を
呼
ぶ
」
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
甲
佐
の
魅
力
伝
え

る
こ
と
の
で
き
る
『
広
報
こ
う
さ
』

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 （
み
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

下横田　中道　絢
あ や と

斗　男　賢　人

上早川　荒田　華
か ほ

穂　女　尚　輝

仁田子　岩下　希
の ぞ み

望　女　祐　輝

豊　内　村上　琥
こうせい

星　男　健一郎

世　持　上田　煌
こうりょう

凌　男　佳　範

大　町　土田　陽
よ う た

太　男　健　太

吉　田　吉本　澪
み お

央　女　裕　輝

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,183 △１

女 5,823 △１

計 11,006 △２

世帯数 4,310 ３

平成28年９月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

９月11日（日）～10月10日（月）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　豊　内　甲斐　元貴

　　妻　横　田　岸本知奈美

　　夫　府　領　菊地　浩一

　　妻　熊本市　早川　知里

　　夫　麻生原　松岡　崇人

　　妻　宇城市　長谷野麻維

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

西寒野　前田　敬博　89　孝　昭

世　持　志垣　光女　101　光　女

坂　谷　藤田　富枝　99　三　壽

吉　田　作本　幸敏　65　春　代

豊　内　赤星　ヨサ　86　ヨ　サ

糸　田　山本　利子　87　平野昭二

中横田　松永タミエ　98　博　文

船　津　森田　和子　86　義　勝

［

［

●お詫びと訂正について

　先月号の「ひとの動き」のお悔や

みの欄に誤りがありました。お詫び

して訂正いたします。
　　　 住　所　　 氏　名　 年齢　世帯主

（誤）東寒野 田上スミ子 89 いづみ

（正）東寒野 山下スミ子 89 いづみ

作り方

①米は研いでザルに上げて30

分ほどおきます。

②ムカゴは、すり鉢に入れ米を

研ぐようにくるくる混ぜなが

ら汚れを落とします。

③サッと水で洗い流した②をザ

ルに取ります。

④炊飯器に①と調味料を入れて、

内釜の３合の目盛りまで水を

入れてひと混ぜします。

⑤最後にムカゴをのせて30分

ほど待って普通に炊き上げた

ら出来上がりです。

※お米は、「炭水化物だから太

る」ということを良く聞きま

すが、即効性のあるエネル

ギー源です。

　腹持ちも良く、肉・魚・野菜

などの組み合わせでバランス

の良い食事ができます。

　成長期の子どもの身体を整え、

脳を活発に働かせるためには

欠かせないものですので、朝

ごはんはしっかり食べさせま

しょうね。

　　「山のウナギ」とも言われ

る山芋の子・ムカゴには、山芋

と同じように生殖能力を高める

効果があるというアルギニンが

たくさん含まれています。また、

新陳代謝や老化防止、肌の若さ

を保つなど良いことばかりです。

　山芋とそのほかにも、動脈硬

化や心筋こうそく、高血圧の予

防やむくみ解消などの効果も期

待できます。

新米でムカゴご飯

ご存知ですか？

材料（４人分）

ムカゴ ………………100～150㌘
米 ……………………………３合
塩 ………………………小さじ１
しょうゆ ………………大さじ１
酒 ………………………大さじ２
水 ………３合分より少し控えめ



　

「
テ
コ
ン
ド
ー
全
国
大
会
で
優

勝
す
る
こ
と
が
次
の
目
標
で
す
。

試
合
で
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
自

分
の
力
を
発
揮
し
た
い
で
す
」
と

目
を
輝
か
せ
る
の
は
、
テ
コ
ン

ド
ー
に
取
り
組
む
田
上
美
悠
選
手

（
下
横
田
区
・
龍
野
小
４
年
）。

　

韓
国
の
国
技
で
格
闘
技
の
一
種

で
あ
る
テ
コ
ン
ド
ー
は
、
空
手
と

比
べ
て
多
彩
な
蹴
り
技
が
特
徴
。

試
合
で
着
用
す
る
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
と

プ
ロ
テ
ク
タ
ー
へ
の
攻
撃
が
ヒ
ッ

ト
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、

試
合
時
間
内
に
獲
得
し
た
ポ
イ
ン

ト
数
に
よ
っ
て
勝
敗
が
決
ま
る
。

　

保
育
園
児
の
と
き
、
体
力
づ
く

り
の
た
め
に
兄
と
一
緒
に
ク
マ
モ

ト
テ
コ
ン
ド
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入

部
し
た
の
が
テ
コ
ン
ド
ー
と
の
出

会
い
。
田
上
選
手
は
、「
最
初
は

怖
か
っ
た
け
ど
、
初
め
て
の
試
合

で
技
が
決
ま
っ
て
逆
転
勝
ち
し
た

と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と

振
り
返
る
。
現
在
は
、
週
に
１
回

ク
ラ
ブ
に
通
い
練
習
に
は
げ
む
。

　

２
人
１
組
で
ミ
ッ
ト
を
蹴
り
合

う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
実
際
の
試
合

さ
な
が
ら
に
防
具
を
付
け
て
の
１

分
間
組
手
な
ど
、
厳
し
い
練
習
で

心
技
体
を
鍛
え
て
い
る
田
上
選
手
。

「
練
習
は
き
つ
い
こ
と
も
あ
る
け

れ
ど
、
ク
ラ
ブ
の
雰
囲
気
が
良
く

て
、
仲
の
良
い
ク
ラ
ブ
メ
イ
ト
と

練
習
で
き
る
の
は
楽
し
い
で
す
」

と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

　

７
月
の
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
９
回
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権

大
会
」
の
小
学
４
年
男
女
合
同

キ
ョ
ル
ギ
（
組
手
）
の
部
で
準
優

勝
に
輝
い
た
田
上
選
手
。
決
勝
戦

を
振
り
返
る
と
「
緊
張
し
て
い
つ

も
の
力
が
出
せ
な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
」
と
唇

を
か
む
。
し
か
し
「
来
年
、
必
ず

優
勝
で
き
る
よ
う
に
練
習
を
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
意
気
込
む
。

　

現
在
、
田
上
選
手
の
修
練
程
度

や
実
力
を
表
す
帯
の
色
は
、
３
級

の
赤
。「
今
、
目
指
し
て
い
る
の

は
１
級
の
赤
黒
帯
。
５
年
生
に
な

る
と
初
段
の
黒
帯
に
挑
戦
で
き
る

の
で
楽
し
み
で
す
」
と
話
す
田
上

選
手
。「
黒
帯
で
全
国
１
位
が
夢
。

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
で
す
」
と

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
、
自
分

を
磨
き
続
け
る
。
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こうさ広 報

心

技

体

を

強

く

磨

い

て

テ
コ
ン
ド
ー
の
頂
点
を
目
指
す

たのうえ みはる / 龍野小４

年。今年７月の全日本ジュニ

アテコンドー選手権大会の小

学４年男女合同キョルギ（組

手）の部で準優勝。

Kosa
Style
こうさ スタイル

田上 美悠さん
Tanoue Miharu 

〔下横田区〕


